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〟と添えはこへの硫一感と

まなスポーツイベントを活用し､ブランドカを強化していく計画だ｡
同社は昨年秋に｢ファル

ケンカフェ青山｣を期間限定でオープン｡今年に入ってからは｢東京オートサロン｣で1 0年ぶりにファルケン単独のブースを出展する

グローバル構成比3割へ
ファルケンは､旧オーツ

タイヤがスポーツヌイヤの旗艦ブランドとして立ち上げ育成してきた｡当時からもっとも過酷なツーリングカーレースとして著名なニュルフルクリンク24時間

耐久レースにファルケンポルシェとして参戦するなど､モータースポーツを通じてブランドを訴求｡同時に消費財の総合ブランドとして､幅広いユーザー層にアプローチを強めてきた｡

売促進活動に取り組んできた｣(山本取締役常務執行役員)｡ダンロップにフォーカスする戦略を推進することで､ファルケンはややもするとセカンドブランドの位置付けとなった感があるのは否めない｡
一方､海外市場では米

し､また欧州車へのOEタイヤに採用されるなど､グローバルブランドとしての実績を積み上は､その地歩を着実に固めてきている｡
住友ゴムの全世界でのヌ

イヤ販売本数のうち､ファルケンブランドの構成比は20%｡同社では､グローバ

動を全世界で展開する｡
新たなステージに立った

ファルケンブランドを全世界で積極的に販売活動に取り組むことで､2020年には全世界での女イヤ販売本数の00%までファルケンブランドの構成比を抜大していく方針だ｡
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※当初計画されていたが､緒訓育のため次年度に頂延 
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自動車大
上期の新車;

軽

上半期(1-6月)の国内新車販売台数は前年同期比11･0%減の261万6634台と､上期としては2

年ぶりに前年実績を下回った｡消費税増税前の昨年1-3月に発生した駆け込み需要の反動や､今年4月からの軽自動車税の増税などが響いた｡
登録車は7･9%減の1

63万1118台だった｡車種別では乗用車が9･7%減の163万-178台､貨物車は4･9%増の22万-74台だった｡
軽自動車は15･4%減の

104万5456台と大幅な落ち込みを示した｡恵お､上期の軽自動車の比率は39･1%と前年同期(4 1･1%)より2ポイント減少した｡

6月単月の新車販売台数
は前年同月比2･2%瀬の44万2631万台と､6カ月連続の減少となった｡こ

で6カ月連続のマイナスとなった｡
上半期の輸入車総販売台

敬(日本メーカ1車を含む)は前年同期比1･0%減の1 6万7-79台だった｡上半期としては2年連続の減少となった｡うち外国メーカー車は同o･5%増の1 4万4639台､日本メーカー車は同9･2%減の2万2558台となった｡
6月単月の販売台数は前

年同月比2 1･0%増の3万2903台で3カ月連続のプラスとなった｡
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谷､口永良都島､西之島と､日本の各地で

火山の噴火活動が活発化｡太平洋上には3つの台風が発生し､日本列島に接近する可能性が指摘される｡自然のカは大智を越える｡自然災害はいつ起きてもおかしく恋い｡そのときにいかに被害を軽減できるか｡防災とともに'減災への取り組みを進めていくべきだ｡


